
地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 地域安全見守り事業実行委員会

２ 事業の名称 地域安全見守り事業

３ 実 施 期 間 令和４年８月８日 から 令和５年３月３１日まで

４ 事 業 内 容

● 地域・学校等が連携し，地域小学校の学区域内を中心に，下校時における児童の

見守り活動（交通安全の旗振り，道路横断補助等）を行った。

【豊岡地区・新豊岡地区】

光陽中学校区学校運営協議会と協力し，東町小学校及び豊岡小学校区域内通学路に

おいて見守り活動を実施した。

実施日：令和４年９月２日 ７：５０～８：２０頃

参加者：約２２名（うち実行委員４名） （担当者目視確認による）

【愛宕地区】

実行委員会において，従来から独自で実施している見守り活動に関する情報交換を

行い，地域の活動の実態について共有した上で，協力体制について協議した。

令和４年度については，愛宕小学校及び愛宕東小学校区域内通学路において，見守

り活動を実施した。

実施日：令和４年１２月１日，令和５年１月１３日，令和５年２月１日

７：４０～８：２０頃

参加者：１５名（うち実行委員４名） ※延べ人数４３名

担い手参集方法：

市民委員会から町内会へのチラシ回覧等により参加の呼びかけを行う。

● 令和４年度の事業報告として「地域安全れぽーと」を作成し，実施小学校

ＰＴＡへの配布，町内会への回覧等に地域住民に対し，事業内容の周知を行った。

（別紙のとおり）

５ 成果と課題

○成 果

・実行委員会の協議の中で，各種地域団体が従来より独自で実施している活動の情報

交換を行い，活動に関する連携の実施や協力体制について意識を高めることができた。

・初めての参加者も多く，子ども達との交流のきっかけとなったり，通学路の危険性

の実態にも目をむけるなど，子ども達を危険から守る事に対する意識付けができた。

○課 題

・見守り場所の見直し（通行する児童が少ない場所や，危険度による担い手の配置人

数の工夫）

・担い手の増員に向けた参集・周知方法の検討。

資料５






